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Maersk -
ロジスティクス・サービス



Classification: Public

Maerskはお客様のEnd to Endの
サプライチェーンにも貢献します

Maerskは、116年に渡り国際海上物流インフラ拡充の担い手

としてお客様のグローバルサプライチェーンに貢献して参り
ました。

Maerskはグローバルサプライチェーンのインフラを更に広げ

日本を含む各国のサプライチェーンを繋いでのサービスを開
始しました。

お客様のお手元から国際港までの貨物輸送や輸出前の在庫管
理、通関のサービス、貨物輸入後の通関、DC管理、配送管理
までの一貫サービスをご提供します。

お客様と物流会社各社で取り交わされる煩雑なやり取りを
Maerskは一手に担い、お客様のグローバルサプライチェーン
管理をよりシンプルにするお手伝を致します。
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Maerskのサービスメニュー
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トレードファイナンス

バリュープロテクト (貨物損害補償サービス)

通関

倉庫・配送

内陸輸送サービス

コールドチェーンロジスティクス

サプライチェーンマネジメント (SCM)

E-コマースロジスティクス (通販事業の物流ソリューション)

4PL

トレードレンズ

内陸輸送サービス 内陸輸送サービス 内陸輸送サービス

倉庫・配送

通関

内陸輸送サービス

内陸輸送
(鉄道/トラック

/内航船)

内陸輸送
(鉄道/トラック

/内航船)

倉庫倉庫 内陸輸送
(鉄道/トラック

/内航船)

内陸輸送
(鉄道/トラック

/内航船)

輸出コンテナ
ターミナル / 
ゲートウェイ

お客様倉庫製造ライン 鉄道/航空/海上
輸送

輸入コンテナ
ターミナル / 
ゲートウェイ

トラック輸送 販売店

配送サービス 顧客

海上輸送に加え、陸上輸送、在庫管理、通関等サプライチェーン全体のサービスをご提供します
サービス単体で、複数組み合わせて、または包括的なE2Eサービスもお客様のニーズにカスタマイズしてご提供します
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マースクは145か国で内陸運送サービ
スを提供しています
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国内運送サービス

国内運送手配

• 弊社管理ドレージでの倉庫-CY間のサービスのみならず、お客様

の複数のサプライヤー様からトラックで集荷、納品管理後弊社
CFSでバン積めしCY納入するサービスもご提供します。

Maerskは豊富な国内の輸送モードをご提供しております
輸入後の貨物、輸出前の貨物の配送集荷もMaersk管理の
安心安全のドレージ、トラック、国内内航船サービスをご利用下さい

豊富な輸送モード

・ドレージ輸送

・トラック輸送

・内航船輸送

• トラック輸送(小口)

• 宅配サービス
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倉庫事業

横浜CY (南本牧)

マースクCFS

横浜港周辺地図

倉庫サービス/CFSサービス

サービス内容

• 横浜/神戸のCFS施設において、一時保管、バンニング/デバン

ニング作業を提供します。

• 関東地域を幅広くカバーする物流拠点を本牧及び大黒埠頭との

アクセスが良い横浜臨海エリアにてご用意致します。

• 神奈川の内陸地域にて、倉庫保管業務のほか、検品やラベル張り
などの流通加工業務も受注しています。

Maerskは横浜/神戸のCFS施設の他、神奈川を中心に倉庫事業を
積極展開しており、海上輸送と組合せることにより、
配送先までの迅速かつ効率的な物流サービスを提供します
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横浜臨海エリアでの

倉庫サービス
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付加価値サービス

• お客様のご要望に応じて、ピッキング・ラベリング・
出荷前検品・製品の加工等のサービスを代行すること
により、お客様のサプライチェーンの合理化に貢献し
ます。

• 弊社では例として、以下のようなサービスをご提供し
ております。

貨物の仕分け 品質管理

衣服ハンガー設備 再梱包作業

ラベリング・スキャニン
グ

レポート作成

パレタイズ 返品管理

製品廃棄 ヤード管理

倉庫事業
Maerskはお客様の商品特性に応じて保管・入出庫だけではなく
流通加工や検品等の付加価値サービスも提供しています
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面積 8,282m2

コンテナ蔵置可能本数
250 x 40HC

横浜港からの距離 100 km

営業時間 09:00 – 17:00

営業日 月曜 –土曜

コンテナ補修施設有

坂東コンテナデポ
Maerskはコンテナラウンドユースにより、物流の効率化を図り、CO2削減及び港湾地区の混雑解消に取り組んでおります

サービス内容

• 茨城県坂東市に位置する自社所有の内陸コンテナデポは北関
東に拠点を持つお客様の国内輸送をサポート致します。

• 輸入コンテナを指定場所へお届けするご手配、またお客様倉
庫でのデバン作業後に、当デポに空コンテナを返却・一時保
管が可能です。

• 空コンテナを輸出のお客様のバンニング作業のタイミングに
合わせ、当デポからお客様の指定場所へ迅速にお届けします。

• 関東の各主要港へのアクセスが良く、海上輸送や倉庫業務と
組み合わせ、お客様のご要望に沿った提案が可能です。
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坂東コンテナデポの位置をGoogle Mapsで表示

住所：〒306-0656 茨城県坂東市寺久1276-8

Maersk – ロジスティクス・サービスプレゼンテーション

https://bit.ly/%E5%9D%82%E6%9D%B1ICDLocation
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リスクの予想
変化する法律下で
のコントロール

通関プロセスの
最適化

プロセスの可視化

通関専門チームが、
コンプライアンス
と効率を念頭に置
いて通関業務を確
実に行います。

コンプライアンス
管理チームは、通
関業務だけでなく、
絶えず変化する法
律を注意深くモニ

ターします。

お客様ごとにカス
タマイズ可能な

サービスにより、
複雑なプロセスを
スムーズにし、

リードタイムとコ
ストを最小限に抑

えます。

CHB Visibility Tool
により、お客様の
必要な時に通関の
状況を把握できる
透明性をご提供し

ます。

通関サービス
Maerskは十分な業務キャパシティを持つ専属の通関部署を持ち、
海上/航空輸送・内陸輸送とも組み合わせ可能な通関サービスを提供します

輸入通関/輸出通関

• Webでの船積みのブッキング後、数クリックで通関手配が可能です。
• HS CODEの分類および通関に必要な書類の手配を含めた業務を行い

ます。
• 自社で通関免許を持っているため、スムーズかつフレキシブルな手

配が可能です。

CHB Visibility Tool

• すべてのお客様に無料でご利用いただける通関オンラインサービス
をご用意しております。

• 通関状況が一目でわかるリスト機能を備えております。
• 通関書類のストレージ機能 (既定の期間保存が可能)を備えています。
• トラブルの際、オンライン上でそのまま問い合わせが可能です。
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A.P. モラー・マースク概要
世界的規模と財務的安定性 - 130か国以上で約70,000人の従業員

Numbers are from full year of  2019

収益
USD 28,418m

EBITDA
USD 4,356m

収益
USD 5,965m

EBITDA
USD 238m

収益
USD 3,894m

EBITDA
USD 1,107m

収益
USD 2,172m

EBITDA
USD 205m

海運事業 ロジスティクス・サービス ターミナル・タグボート事業 コンテナ製造・その他
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株式資本（％）の割合

（）= 議決権

株主構成

A.P. モラー – マースク A/S

その他の株主A. P. Møller Holding A/S モラーファミリー財団 A.P.モラー基金

41.51% (51.23%) 3.00% (5.91%)8.54% (12.94%) 47% 

海運事業には、サフマリン、
シーランド、
ハンブルグシュドが含まれます。

APMターミナルズ

マースクコンテナインダストリー

マースク

スヴィツァ－
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デンマークで貨物船1船
から事業開始

1928

アジアとアメリカを結ぶ
ルートの開設

1972

マースクオイルが北海で最初
のオイルを生産

1975

最初のコンテナ船がマースク
に加わる

2013

世界最大かつ環境にやさしい
コンテナ船であるTriple-E船
を発表

1904

マースクドリリング設立
オイル掘削事業に注力

1972

APM ターミナルズ設立

自社でコンテナターミナ
ルを運営

2001

石油およびガス事業への
道を開く

1962

マースクの歴史のハイライト

マースクラインとMSC が
2Mアライアンスを結成

2015

2017

ハンブルグ・シュドとの事業
統合に向け株式売買契約締結

マースクラインとダムコ
がマースクとして統合

2018

船会社の枠に
とらわれず
物流事業を拡大
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Thank you 
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